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 野鳥の種数

　先日北海道
石狩市のはまなすの丘公園で、超
望遠レンズを付けたカメラを抱
え、野鳥のノゴマを撮影しにわざ
わざ千葉から来たという方に会い
ました。私は初めてノゴマという
鳥の存在を知り、そこで観察する
ことができたのです。
　みなさんは、普段どんな鳥を見
かけますか。みなさんのお住まい
の地域には、何種くらいの野鳥が
いるでしょうか。
　日本鳥類目録改訂第 8 版によ
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ると、日本国内でこれまでに観
察された鳥類は、自然分布種 83
科 280 属 644 種、人為的に持ち
込まれて繁殖した外来種 46 種も
含めると、合計 690 種になりま
す。1  また、世界鳥類会議（IOC）
によると、記録された世界の鳥類
は絶滅種も含め 256 科 2,396 属
11,250 種にもなります。2

　これだけ多くの種数の中で、私
たちが一生のうちに観察できる野
鳥の種数はどれくらいでしょう。
　創造主が造られた様々なすばら
しい鳥たちを気にも留めずに過ご

しているとしたら、ちょっともっ
たいないような気がしませんか。

渡り鳥と留鳥

　鳥には、季節によって移動する
渡り鳥と一年中同じ地方で生息し
ている留鳥とがいます。このうち
渡り鳥の割合は、本州、四国、九
州では 60%、北海道と琉球列島で
は 80% で、残りが留鳥です。3

　渡り鳥は季節ごとに移動して行
きますが、その直接的原因は気温
の違いではなく、豊富にエサを得
られるどうかだということが研究

ノゴマ　Wiki.

ムナグロ　Wiki.
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の結果分かってきました。4

　たとえばカラスは、マイナス
57℃になる環境下でも食料を得
られるので、留鳥として一年中同
じ地方で生息しています。一方、
昆虫や魚などの生き物を食べる鳥
の多くは、雪が降ったり氷が張っ
たりするとエサが入手できなくな
るため、事前に食料の豊富な場所
へと渡って行くのです。4

　今回は、渡り鳥の中でも春と秋
に日本を訪れるムナグロの渡りと
その知恵について考察します。

バイオロギング

　かつては、鳥に個体識別番号の
入った足環をはめて、その鳥がど
の地点で観察されるかを調べる方
法で、鳥の生態が調査されていま
した。
　2000 年代に入ると、生物にデー
タロガーと呼ばれる小型の記録計
を取り付け、その生物が生息環境
で通常活動をしたデータを解析す
る事で、その生物の生態を詳しく
調査するバイオロギングが行われ
るようになりました。
　ムナグロにこれを装着して調査
した結果、ムナグロの渡りについ
て詳しく分かってきました。これ
までアラスカとハワイ間を行き来
していることは良く知られていま
したが、ムナグロには太平洋を時
計回りに巡る系統があることも明
らかになりました。

渡りの準備

　ムナグロは 5 月から 7 月にか
けてアラスカやシベリアで繁殖し
ます。ムナグロの成鳥の体重は約
140g ですが、旅立つ準備の期間
があり、過食（過剰な摂食行動）
して体重の 50% に当たる 70g の
脂肪を蓄えます。4

　この脂肪は通常の脂肪と違い、

図1. データロガーの解析により明らかになったムナグロの飛行ルート。黄色：4月下

旬の渡り。ピンク：親鳥は 8月に、若鳥は10〜11月に渡る。AKはアラスカの略。

水分をほとんど含まない高濃縮の
軽い脂肪です。
　人の場合は筋肉の周りに脂肪が
つきますが、ムナグロの場合は臓
器と組織の間の空洞に脂肪が貯蔵
され、飛ぶための筋肉への悪影響
は全くありません。そして脂肪を
十分に蓄えると、今度は腸・腎臓・
肝臓などの消化器官が通常の数分
の一の大きさに萎縮し、体重を軽
くするのです。4

　こうして渡りの準備ができる８
月頃になると親鳥たちはその年に
生まれた若鳥を残して旅立ってし
まいます。
　その後、若鳥たちは成長して体
力をつけ、過食して脂肪を蓄えて
渡りに備えます。そして 10 月頃
に準備が整うと、若鳥たちはガイ
ドする親鳥なしに、自分たちだけ
で初めてのハワイへと飛び立つの
です。

ハワイへの渡り

　アラスカ南部で繁殖したムナグ
ロは、約 4,500km 離れたハワイ
のオアフ島に向かいます。4

　図２に示されていますが、ムナ
グロが飛行する時に燃焼する脂肪
量は、１時間当たり体重の 0.6%

（p=0.006/h） で、 こ れ が 運 動 エ
ネルギーと熱に変換されます。ム
ナグロは、飛行平均速度 51km/
h、約 88 時間飲まず食わずで飛び
続けることで目的地に到着できま
す。5

　しかしこれには大きな問題があ
ります。生命活動に必要な水分を
ムナグロはどのように補給してい
るのでしょう。
　また、１時間 0.6％ずつ体重が
減少して行くと、72 時間で蓄え
た脂肪を使い尽くしてしまいま
す。アラスカとハワイの間には休
憩できる島はなく、海上を飛び続
けなければなりません。
　これでは、ムナグロたちはハワ
イに渡り切ることができず、燃料
切れで墜落し、海の藻屑となって
消えてしまうはずなのです。

水分補給と省エネ飛行の知恵

　ムナグロが渡りをする時、必ず
しも雨の中を飛ぶわけではありま
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せん。では、どうやって水分補給
をするのでしょうか。
　実は脂肪が燃焼し、酸素と結合
する時に十分な量の水が生成さ
れ、外からの水分補給なしでムナ
グロは飛び続けることができるの
です。
　さらにムナグロは編隊を組んで
V 字飛行することで、省エネ飛行
を実現しています。
　2011 年に、ホオアカトキの各
個体の背中に、データロガーを取
り付け、飛行位置と羽ばたきのタ
イミングなどの詳細が記録されま
した。それを解析した結果、鳥
の V 字飛行は、空気力学の理にか
なったエネルギー節約法であるこ
とが明らかになりました。
　「V字編隊の空気力学を最大限に

活用するには、各鳥が、先行する鳥

の翼端で生じる空気の渦の上向き部

分に自分の翼を持っていく必要があ

る。ところが、先行する鳥は常に羽

ばたいているため、その渦も翼の動

きに合わせて上下する。従って、後

続の鳥が先行する鳥の吹き上げ気流

に乗り続けるには、的確な位置取り

だけでなく、羽ばたきのタイミング

も正確に合わせなければならない。

しかもそのタイミングは、個体間の

距離で変化する。」5

　ムナグロの場合、この V 字飛行
によって 23% の省エネを実現し、
ハワイ到着時にまだ約 6.8g の脂
肪燃料が残されています。これだ
けあれば、多少の悪天候に見舞わ
れたとしても十分に目的地にたど
り着くことができるのです。

　しかし、先頭を飛ぶ鳥だけは上
向きの渦に乗ることができませ
ん。ムナグロは先頭を飛ぶ鳥を犠
牲にして残りの鳥だけで渡るので
しょうか。何か良い方法があるの
でしょうか。
　実は、ムナグロは先頭を入れ替
えながら飛んでいます。順番に先
頭が入れ替わって飛ぶことで、犠
牲を出さずに目的地へたどり着け
るのです。

進化論では説明できない

　進化論のこれまでの研究では、
鳥は環境の変化に柔軟に適応する
ことで渡りの経路を身につけてき
たのではないかと推測されてきま
した。しかし 2023 年に報告され
た論文の冒頭にこう述べられてい
ます。
　この渡り経路は種ごとに多様であ

るが、その進化的背景は未解明であ

る。6　
　またこの論文の結論部分にはこ
うあります。
　多くの渡り鳥は急な環境変動に適

応する柔軟性を失っている可能性が

あり、渡り鳥の進化理論の再考の必

要性を迫る。6

　と述べ、従来の考えに否定的な

気圧が高い

気圧が低い

揚力 気圧が高い

気圧が低い 空気が上へ

回り込む

3）翼端渦流は翼の外側では上向き、内側で

は下向きとなり、V字編隊の後続の鳥は上向

きの気流に乗ることでエネルギー消費を抑え

て飛ぶことができる。しかし鳥は羽ばたくた

め、翼端渦流も波打つように生じる。羽ばた

きのタイミングと位置どりを正確に合わせるこ

とで上向きの気流に乗り続けることができる。

1）鳥の翼を側面から見ると、上側
が丸く膨らんでいる。この形状によ
り、飛行中は上側の空気が引き伸
ばされて気圧が低くなる。下側の気
圧が高いため、揚力（下から上へと
押し上げる力）が生じ鳥は飛ぶこと
ができる。

2）翼端部では、この気圧の

差により空気が気圧の低い下

から気圧の高い上へと回り込

もうとするため、後方に気流

の渦を生じさせる。

V字編隊飛行による省エネの仕組み

図
２　

ム
ナ
グ
ロ
の
渡
り
に
関
す
る
脂
肪
燃
焼
と

　
　
　

飛
行
時
間
の
相
関
図

　
　
　
　

ム
ナ
グ
ロ
は
Ｖ
字
編
隊
を
組
ん
で
飛
行

　
　
　

す
る
こ
と
で
23
％
の
省
エ
ネ
を
実
現
し
、

　
　
　

無
事
ハ
ワ
イ
に
渡
り
切
る
こ
と
が
で
き
る
。

　　経過時間

GE ＝通常飛行時の脂肪残量の計算式

GK ＝Ｖ字飛行時の脂肪残量の計算式

p ＝脂肪燃焼係数 1時間当たり体重の 0.6%(0.006/h)の脂肪を燃焼

ハワイ



講義・イベント予定　
2025 年
■高知セミナー
　日程：2025/7/7 ㈪ -7/9 ㈬
　会場：高知ペンテコステ教会
　セミナーチラシの QR コード

■全アジア創造カンファレンス
　日程：2025/8/21 ㈭ -23 ㈯
　会場：シンガポール：
　　　　救世軍プレイズヘブン礼拝堂

■秋の創造セミナー
　日程：2025/10/22 ㈬ -24 ㈮
　会場：ホテルグリーンプラザ白馬
　講師：ドン・バテン博士
　　　　（豪州国際創造宣教前代表）
　10/25 〜 11/3 にかけて大阪、岡山、
　米子・四日市・高崎・仙台で講演予定

2026 年
■創世記の爪痕を巡る旅
　日程：2026/8/22-30 を予定
　（日程は多少変更になる場合が
　   ありますのでご了承ください）
　行先：米国グランドキャニオン・デス
　バレー・マンザナー日本人キャンプ跡・
　ヨセミテ国立公園など

　詳細はジェネシスジャパンまで

献金のお願い
国内外に聖書的創造を伝えるため、
ご支援をお願いします。
ジェネシスジャパン
ゆうびん振替　00350-7-3364
ゆうちょ銀行　10650-52405611

提言をしています。
　聖書にあるように鳥が創造され
たなら、創造を否定する進化論で
鳥の渡りを説明するのは不可能で
す。ムナグロの若鳥たちは、自分
たちだけで一度も行ったことのな
いハワイへ渡っています。偶然で
しょうか。途中に目印となる島々
はなく、ただ太平洋の大海原が広
がっているだけです。データロ
ガーの解析の結果から、ムナグロ
はハワイへ飛ぶための最適のルー
トを選んで飛んでいることが分か
りました。どこからそのような知
恵を得たのでしょう。

渡り鳥の知恵

　現在、日産自動車は、2027 年
の自動車無人走行（自動運転レベ
ル４）を目指しています。そのた
め 2025 年 10 月に横浜みなとみ
らいで自動運転の走行実験を予定
しています。7     いよいよ AI（人
工知能）の運転操作だけで目的地
へ行ける日が近づいています。そ
のために国と企業は、知恵と技術
を結集してその環境整備を進めて
いるのです。
　人にさえこのようなことが可能
なら、まして万物を造られた全知
全能の創造主が、鳥に渡りの知恵
を授けるのは当然ではないでしょ
うか。

ジェネシスジャパン　〒 311-3116 茨城県東茨城郡茨城町長岡 3652-306-3 　tel 029-292-9621 fax 03-6862-8340 
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　こうあるように、創造主が鳥に
生きるために欠かせない知恵を授
けておられるのです。そしてムナ
グロは、授けられた知恵に従って、
アラスカなどで繁殖し、渡る前に
過食することで渡りに必要な脂肪
を蓄え、過食後に消化器官を萎縮
させて体重を軽量化します。また、
飛び立つ時期と方角を知ってお
り、省エネのために先頭を入れ替
えながら V 字編隊で飛び、群れ全
体が目的地に到達できるのです。
しかも渡りを終えると萎縮してい
た消化器官は正常な大きさに戻り
ます。
　また、人が車の AI に目的地を
設定すれば、勝手に車が目的地へ
と人を運んでくれる日が近づいて
います。そのように、創造主が渡
り鳥に渡り先を設定しているから
常に間違えずに同じ渡り先に飛べ
るのではないでしょうか。
　車の自動運転よりもはるかに優
れた知恵を備え、地球規模で旅す
るムナグロを思うことで、私たち
は創造主の英知の一端を垣間見る
ことができるのです。
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